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・
労
金
・
全
労
済
・
労
信
協
か
ら
計
15
名

が
参
加
。
そ
の
後
、
隊
列
を
作
っ
て
、
明

治
安
田
生
命
ビ
ル
前（
県
庁
前
）に
移
動
し
、

各
団
体
代

表
に
よ
る

挨
拶
が
行

わ
れ
ま
し

た
。
キ
ャ

ラ
バ
ン
福

井
実
行
委

員
会
の
永

田
廣
次
代

表
（
司
法

書
士
会
）（
写
真
２
）
は｢

派
遣
法
改
悪

に
よ
り
非
正
規
労
働
者
が
増
え
貧
困
と
格

差
が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
る
。
派
遣
切

り
な
ど
職
を
失
え
ば
、（
雇
用
保
険
も
失

業
者
の
一
部
）、最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
で
あ
る
生
活
保
護
し
か
利
用
で
き
な
い

労
働
者
も
多
い
。
各
地
で
貧
困
・
格
差
問

題
の
活
動
の
輪
を
広
げ
、
社
会
保
障
制
度

の
改
悪
に

歯
止
め
を

か
け
る
と

と
も
に
、

制
度
改
革

に
つ
な
げ

て
い
き
た

い｣

と
訴

え
ま
し
た
。

　
福
井
労

福
協
の
山

岸
克
司
会
長
（
写
真
３
）
は｢

労
働
者
の （３）　山岸会長 （２）　永田廣次代表

　反
貧
困
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
２
０
１
２

　

｢

人
間
ら
し
い
生
活
と
労
働
の
保
障
を
求
め
て
つ
な
が
ろ
う
！｣

を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
街
頭
宣
伝
用
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
７
月
12
日
に

沖
縄
県
を
、
14
日
に
北
海
道
を
出
発
。
各
都
道
府
県
の
実
行
委
員
会

が
車
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
西
日
本
と
東
日
本
の
２
つ
の
ル
ー
ト
で
回

り
、
10
月
20
日
に
東
京
で
ゴ
ー
ル
す
る
。
各
地
で
街
頭
演
説
や
集
会

を
開
く
ほ
か
、
貧
困
解
消
と
格
差
是
正
を
進
め
る
施
策
を
自
治
体
な

ど
に
申
し
入
れ
る
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
、
ボ
ク
シ
ン
グ

の
ビ
ッ
ク
マ
ッ
チ
な
ど
、
世
界
中
で
ス

ポ
ー
ツ
の
ビ
ッ
グ
マ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
を

取
材
。

　
テ
レ
ビ
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
の
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
や
講
演
活
動
な
ど
幅
広

く
活
躍
し
て
い
る

演

　題

　
今
、
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
も
の
！

日

　時

　
２
０
１
２
年
11
月
23
日(

金
：
祝
日)

　
　
　
　
Ｐ
Ｍ
２
：
00
（
予
定
）

会

　場

　
ユ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ザ
福
井

　※

　
参
加
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
日
、

　
　
職
場
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
い
ま
社
会
全
体
に
貧
困
が
蔓
延
し
て
い

ま
す
。
非
正
規
労
働
者
は
い
ま
や
全
労
働

者
の
３
分
の
１
を
超
え
、
ど
ん
な
に
働
い

て
も
ま
と
も
な
暮
ら
し
が
で
き
な
い
し
、

い
つ
仕
事
を
失
っ
て
し
ま
う
か
わ
か
ら
な

い
と
い
う
不
安
と
隣
り
合
わ
せ
の
生
活
で

す
。
こ
の
不
安
定
で
苦
し
い
世
の
中
を
変

え
て
い
こ
う
！
貧
困
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
反
貧
困

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
代
表 

宇
都
宮
健
児
弁

護
士
）
は
、
７
月
12
日
よ
り
「
反
・
貧
困
」

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
（
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
に
て
全
国
縦
断
：
ス
タ
ー
ト
地
点
＝

沖
縄
県
と
北
海
道
の
２
ル
ー
ト
）
を
展
開

中
で
す
。

＊
東
ル
ー
ト
　
北
海
道⇒

東
北
（
各
県
）

⇒

北
陸
（
３
県
）⇒

中
部
（
各
県
）⇒

関
東

（
各
県
）⇒

東
京
（
10
／
20
）

　
８
月
21
日
、
石
川
県
か
ら
福
井
県
に

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
到
着
、
翌
日
22
日
の

早
朝
、福
井
駅
西
口
・
東
口
周
辺
に
お
い
て
、

キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
を
組

織
し
、
チ

ラ
シ
や
ビ

ラ
な
ど
を

配
布
（
写

真
１
）
し

ま
し
た
。

※

労
福
協

か
ら
協
力

要
請
し
、

連
合
福
井

生
活
・
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
、
最
低
賃

金
の
引
上
げ
の
要
請
と
と
も
に
、
正
規
雇

用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労
働
者
と
の
賃

金
格
差
の
是
正
な
ど
、
貧
困
の
な
い
公
正

な
社
会
実
現
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い

『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
』
の

確
立
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い｣

と
述
べ
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
後
援
団
体
の
福
井
弁

護
士
会
や

福
井
行
政

書
士
会
、

福
井
社
会

福
祉
会
等

の
各
代
表

が
挨
拶
を

行
い
、
最

後
に
街
頭

宣
伝
用
の

キ
ャ
ラ
バ

ン
カ
ー
が

テ
ー
マ
ソ

ン
グ
を
流

し
な
が
ら
、

街
宣
活
動
を
ス
タ
ー
ト
（
写
真
４
）
し
ま

し
た
。
午
前
10
時
に
は
、
各
団
体
の
代
表

が
福
井
県
及
び
福
井
市
へ
要
請
文
を
提
出

す
る
と
と
も
に
、
ア
オ
ッ
サ
の
１
階
以
ロ

ビ
ー
に
お
い
て
パ
ネ
ル
展
を
開
催
、
６
階

で
は｢

困
り
ご
と
・
悩
み
ご
と
相
談｣

を

午
後
５
時
ま
で
行
い
ま
し
た
。

　
午
後
６
時
（
ア
オ
ッ
サ
６
階
ホ
ー
ル
）

か
ら
は｢

東
尋
坊
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ｣

と

題
し
て
東
尋
坊
の
ち
ょ
っ
と
待
て
お
じ
さ

ん
　
茂
幸
雄
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
心
に
響
く
文
集
・

編
集
局
代
表
）よ
り
対
談
形
式
の
講
演（
相

手
：
堺 

啓
輔
弁
護
士
）
を
行
い
ま
し
た
。

｢

東
尋
坊
で
は
過
去
30
年
間
で
６
５
１
人

自
殺
し
、
こ
の
世
の
逃
げ
場
所
に
な
っ
て

い
る
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て
９
年
間

で
、
約
３
０
０
人
以
上
阻
止
し
て
き
た
。

現
在
わ
が
国
の
自
殺
対
策
は
平
成
19
年
の

対
策
大
綱
策
定
に
よ
っ
て
発
展
し
、
地
域

の
事
情
に
合
わ
せ
た
工
夫
に
富
む
自
殺
対

策
が
試
行
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
自

殺
者
は
年
間
３
万
人
以
上
い
る
。
自
殺
原

因
は
様
々
で
あ
り
、経
済
的
（
仕
事
な
い
・

借
金
・
生
活
苦
）
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

人
が
多
く
、
う
つ
病
の
症
状
が
出
て
い
る
。

あ
な
た
の
周
り
に
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
心
の
サ
イ
ン
に
な
る
べ
く
早
く

気
付
く
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
専
門
機
関

に
相
談
す
る
と
か
、
心
身
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い｣

と
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
翌
23
日
は
、
敦
賀
市
及
び
小
浜
市
へ
要

請
文
を
提
出（
弁
護
士
会
・
労
福
協
・
連
合
・

市
会
議
員
）
す
る
と
と
も
に
、
敦
賀
市
及

び
そ
の
周
辺
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
に
よ
る

街
宣
活
動
を
終
日
行
い
、
福
井
県
の
反
・

貧
困
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
活
動
を
終
え
ま
し
た
。

　
今
回
も
マ
ス
コ
ミ
（
Ｔ
Ｖ
・
新
聞
・
ラ

ジ
オ
等
）
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
、
一
般
県

民
の
方
々
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
通
り
「
人
間
ら
し

い
生
活
と
労
働
の
保
障
を
求
め
て
、
労
働

組
合
や
福
祉
、
市
民
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

と
相
互
連
携
し
た
運
動
展
開
」
が
重
要
で

あ
り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
結
ん

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
し
、
そ
し

て
貧
困
の
解
消
・
貧
困
問
題
の
解
決
の
た

め
の
大
き
な
連
帯
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

主
催
：
反
貧
困
キ
ャ
ラ
バ
ン
２
０
１
２

　
　
　
　
　
　
　
福
井
実
行
委
員
会

後
援
：
福
井
新
聞
社
、Ｆ
Ｂ
Ｃ
福
井
放
送
、
福

　
　
　
井
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
、
福
井
Ｆ
Ｍ
放

　
　
　
送
、
福
井
弁
護
士
会
、
福
井
県
司
法
書

　
　
　
士
会
、
福
井
県
行
政
書
士
会
、
福
井
県

　
　
　
社
会
福
祉
会
、
福
井
県
労
働
者
福
祉
協

　
　
　
議
会
、
反
貧
困
連
絡
会
、
北
陸
生
活
保

　
　
　
護
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
福
井
、
福
井
県

　
　
　
社
会
保
障
推
進
協
議
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
心
に

　
　
　
響
く
文
集
・
編
集
局
、
自
死
遺
族 

ア

　
　
　
ル
メ
リ
ア
の
会

（１）　チラシ・ビラの配布

（４）　キャラバンカーでの街宣活動

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

二
宮
清
純

講
演
会
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あいさつする坪内理事長

通常総代会風景

休日相談

月　　日
２０１２年７月２１日（土）
２０１２年７月２２日（日）
２０１２年７月２２日（日）
２０１２年７月２８日（土）
２０１２年７月２８日（土）
２０１２年７月２９日（日）
２０１２年７月２９日（日）
２０１２年８月１８日（土）

１０：００～１３：００
９：００～１２：００
１３：００～１６：００
９：００～１２：００
１３：００～１６：００
９：００～１２：００
１３：００～１６：００
９：００～１２：００

敦賀市
越前市
鯖江市
大野市
勝山市
坂井市
あわら市
小浜市

７件　相続２件、仕事や生活悩み、高齢者問題等
４件　不動産処理、相続相談、和解のことなど
４件　家庭問題、事故問題、不動産問題、労災補償
２件　相続相談２件
０件　
４件　事故問題、金銭問題２件、生活問題
３件　相続問題・相談２件、労働問題
４件　事業問題、借金、生命保険等

時　　間 地　域 相談件数（２８件）・内　　　　　容

2012 年度上期くらしなんでも相談（結果報告）
　各地域を巡回する｢くらしなんでも相談＝出張相談会｣は、２０１２年７月２１日より下記日程の通り実施いたしました。これは、労福協主体
で連合福井や福祉事業団体（労金・全労済・県民生協・労信協）から協力を得て、年間２回開催しています。相談当日、弁護士との法律相談
（無料）が受けられるため、毎回、多くの方が相談に来られます。今回の相談総数は２８件でした。（前年上期比３件増）

≪第54回福井県労働者共済生活協同組合通常総代会≫
　１．2011年度事業概況
　（１）加入状況　　　127,573件　 　404,447口　　　　（２）給付状況　　　1,396件　10,977,000円
　（３）出資金状況（組合員数）　116,689人　（出資金額）　683,222,700円　
≪第3回全労済福井県本部代表者会議≫
　１．福井県本部統合事業 2011年度～2012年度計画（福井県本部ステップⅡ）
　　　2011年度事業報告および決算報告について
　（１）2011年度末契約状況について
　　　・契約件数は346,682件（前年度比99.74％）となり、契約口数は27,887,251口（前年度比98.89％）となりました。
　　　・この一年間の事業実績では、件数で911件、口数では312,116口の減少、対期首比増加率（口数）は1.11％の減少となりました。特徴として、3セット共済（火

災・交通・団体生命）と個人長期共済のマイナス伸長が期首より続いており、特にこくみん共済での年齢満了による減少が主な要因でした。
　（２）2011年度末給付状況について
　　　・県本部全体の給付実績では、この一年間で14,444件（前年度比100.67％）、2,421,255,950 円（前年度比109.13％）の共済金を支払いました。給付金額増加

の要因は、火災共済・自然災害共済における風水害による給付の増加や、こくみん共済・個人長期共済における死亡事案給付ならびに個人長期共済におけ
る満期共済金給付の増加などによるものです。

　２．福井県本部統合事業 2011年度～2012年度計画≪福井県本部ステップⅡ（補強）≫2012年度事業計画および予算について

　　　＜2009年度～2013年度　中期経営政策　重点政策課題＞
　　　　Ⅰ．東日本大震災への総力をあげた取り組み
　　　　Ⅱ．すべての業務の革新による業務品質のさらなる向上
　　　　Ⅲ．協力団体と組合員一人ひとりの期待に応える事業推進活動への改革
　　　　Ⅳ．協同組合価値の向上に向けた事業・組織運営の再構築・ガバナンスの強化
　　　　Ⅴ．全労済全体（協力職員および関連事業会社等を含む）の人材の育成強化
　　　　Ⅵ．激変する環境変化への迅速な対応を可能とする経営構造の転換
　　　　Ⅶ．社会的責任のさらなる発揮と21世紀構想の実現

〔2012年度 活動計画〕
　１．未加入団体への取り組み
　　　　労働者共済運動のすそ野を広げるため、未加入団体に対する取り組みを強化して新規加入を目指します。
　２．団体生命共済（一律50口を目指す推進活動）を中心とした一律加入拡大の取り組み
　　　　一律加入が「たすけあい」活動の基礎であり、その大型化が「たすけあい」活動の広がりにつながることから、基礎保障の拡大をはかります。
　　　　特に、団体生命共済の一律加入は、告知該当で加入できない方の救済、大型保障への取り組みの基盤づくり、掛金料率の低廉維持および組合員の可処分

所得の向上につなげることを目的に取り組みを要請します。
　３．退職者移行対策の強化
　　　　加入実績が減少とならないよう、移行率の向上に向け、退職者および退職予定者に対して徹底した移行対応をはかります。また、退職金の活用法として、一

時払いのねんきん共済・終身生命共済を紹介していきます。

　7月30日(月)、ユニオンプラザ福井において、「第54回福井県労働者共済生活協同組合通常総代会」「第3回全労済福井県本部代
表者会議」が開催され、すべての議案が承認されました。承認された主な議題は以下のとおりです。


